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在宅 医療 介護 連携
相談 セ ン タ ー た て お う
相談センターたておうは

医療機関や介護関係者の連携を
増進するための専門職専用の相談窓口です
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6月15日（土）に館林市・邑楽郡の住民の方を対象とした
住民公開講座「地域包括ケアと救急医療」を開催しました。

日 時 ： 6月15日（土）14:00～16:30
場 所 ： 邑楽町中央公民館 邑の森ホール
基調講演 ： 「地域包括ケアと救急医療」
講 師 ： 山本 五十年 先生
参 加 者 ： 340名

～シンポジウム～

講 師

東海大学医学部客員准教授
湘南真田クリニック 院長

山 本 五十年 先生
（やまもと いそとし）
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鹿児島大学医学部卒業後より30数年、
救命救急医療の最前線で生命と向か
い合い東海大学病院で救命救急科の
診療科長を務める。国内で最初のドク
ターヘリを飛ばせた救急医が「救急医
療と在宅医療は表裏一体である」とい
うことに気づき、2009年に医療・介護
と暮らしを複合した湘南メディカルケア
センターを開設した。地域に根差した総
合医療を提供して地域住民の健康と
暮らしを支えている。

住民公開講座開催6/15
sat.

足利赤十字病院 救急科副部長 吉田 直人 先生

太田記念病院 救急科主任部長 秋枝 一基 先生

公立館林厚生病院 救急センター長 松本 正弘 先生

日々、救命救急医療の最前線で活躍する先生方の講話に、
参加者の皆さまは真剣な表情で聴いていらっしゃいました。
「救急車を呼ぶとどうなるのか分かってよかった」、「この地域
の包括ケアシステムはどうなっているのか」などたくさんのご意
見・ご感想をいただきました。 悪天候にもかかわらず、たくさん
のご参加誠にありがとうございました。
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館林消防署 消防司令補 救急統括 飯島 康明 氏



8月1日（木）館林高等看護学院にて「第1回在宅医療介護連携相談センターたておう症例検討会」を開催しました。
第1部は、県西在宅クリニック舘林の竹井院長による「原発不明癌と腹水穿刺」の症例検討会、第2部では当地域のエン
ディングノート「MOTTE」試作版についての説明会を行いました。

8/1
Thu.

9/10
Tue.

第1回

ケアマネサロン“たておう”開催

ケアマネ同士が気軽に相談できる場所として、ケアマネサロンを9月に

開設（オープン）しました。お暑い中お集まりいただきました皆さま、誠に
ありがとうございました。

日 時 ： 9月10日（火）13:30～15:00
場 所 ： 邑楽町役場 3F会議室
演 題 ： 「在宅における薬剤師のかかわり」
講 師 ： 館林邑楽薬剤師会 会長田中隆德先生
参加者 ： 35名

第1回 在宅医療介護連携

相談センターたておう症例検討会

在宅医療介護連携相談センターたておうでは昨年7月にワーキング
グループ「ACP部会」を発足し、地域オリジナルエンディングノート
MOTTE(試作版)を作成しました。試用は来年5月までとなります。
説明会では管理運用方法に関する説明と在宅医療の連携体制など
について意見交換も行われました。

参加者の皆さまから「薬剤師さんに直接お話を伺う機会がない
のでとても勉強になりました」とご感想をいただきました。「便秘と
薬について知りたい」というケアマネさんのご質問に応えてくださり、
田中先生誠にありがとうございました。
今後もケアマネさんが気軽に参加でき、情報交換が図れる企画
にしたいと思います。

第2部 エンディングノート説明会

症例は83歳女性の原発不明癌。余命3か月と告知。都内での免疫療法を希望し、通院継

続のためのサポートを受けていたが腹痛等の症状が強くなり通院を断念。免疫療法中は鎮
痛剤（麻薬）を使用できず、辛い最期を迎えたとのこと…。闘病のうえの最期の迎え方、患者
とその家族の気持ちに寄り添う在宅医療の難しさを考える症例となりました。

令和元年度下半期の予定
11/12（火）・1/14（火）・3/10（火）

第2火曜日に開催！！

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

第1部 症例検討会

「住民公開講座」開催のお知らせ

日 時 ： 10/5（土）14：00～
場 所 ： 館林市三の丸芸術ホール
講 演 ： 「住み慣れた地域で安心して

暮らし続けるために」
～永源寺の地域まるごとケア～

講 師 ： 東近江市永源寺診療所
所長 花戸 貴司 先生

お問い合わせ （担当 ： 中島 ・ 坂原）

在宅医療介護連携相談センターたておう
群馬県館林市苗木町2497–17

TEL ： 0276–55-0118

FAX ： 0276–73-0215

メール ： tateou-soudan@mail.gunma.med.or.jp


